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問い合わせ   　保護・援護課　電話：098-866-2428　FAX：098-866-2758

問い合わせ   　県警察本部少年課　電話：098-862-0110（代表）

令和６年
沖縄全戦没者追悼式

少年の非行・犯罪被害を防ごう！

６月23日は「慰霊の日」です。
県では、先の大戦で犠牲となった戦没者のみ霊

たま

を慰め、
世界の恒久平和を希求する「沖縄のこころ」を発信する
ため、糸満市摩文仁の平和祈念公園で「令和６年沖縄全
戦没者追悼式」を開催しました。

１　沖縄全戦没者追悼式
来賓の岸田内閣総理大臣のほか、県内外から約4,500

人が参列しました。また、式典終了後は、一般焼香が行
われ、参列者の方々は戦没者のみ霊に手を合わせ、戦没
者の追悼と恒久平和を祈念されました。

２　追悼のことばと来賓あいさつ
沖縄県遺族連合会の我部政寿会長は、追悼のことばで、

「二度と『戦没者遺族を出さない』という強い信念をもっ
てこれからも活動を続けてまいります。」と述べられました。
また、来賓あいさつで、岸田内閣総理大臣は、「世界

の誰もが平和で心豊かに暮らせる世の中を実現する。こ

の決意を貫き、後世にまで伝えていくことを、改めて、
み霊にお誓いいたします」と述べられました。

３　平和宣言と平和の詩
玉城知事は、平和宣言において、「犠牲になられた全
てのみ霊に心から哀悼の誠を捧げるとともに、戦争に繋
がる一切の行為を否定し、人間の尊厳を重く見る『人間
の安全保障』を含めた、より高次の平和を願い続け、こ
の島が世界の恒久平和に貢献する国際平和創造拠点とな
るよう、全身全霊で取り組んでいく」と宣言しました。
沖縄県立宮古高等学校３年生の仲間友佑さんは「これ
から」と題して、「それでも世界はまだ繰り返してる  
七十九年の祈りでさえも  まだ足りないというのなら  そ
れでも変わらないというのなら  もっともっとこれから
も  僕らが祈りを繋ぎ続けよう」と世界の恒久平和のた
めに祈り続けることを決意した詩を朗読しました。
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少年非行や子どもの性被害の防止
夏休みをきっかけに、Ｘ（旧Twitter）やインスタグ

ラムなどのSNSを通じて面識のない者と知り合い交友
関係が広がり、家出や深夜はいかい、酒・タバコに手
を出すなどの不良行為や性犯罪の被害に遭うことが懸
念されます。

～ 実際にこのような犯罪被害が起きています ～
●     オンラインゲームで知り合った男に自らの裸の写真を撮らされ、
その写真をSNSで送信させられた。

●     SNS上で「荷物を受け取るだけで報酬」などの募集に応募し
た少年が海外の違法薬物の密輸に加担させられ、検挙された。
～ 犯罪に巻き込まれないために ～
●     個人情報をネット上に書き込まない、知らない人との接触は
しない(SNSでのDMなど)。

●     下着姿や裸の写真を撮らない、送らない、
撮らせない（自画撮り被害）。

●     困ったことがあれば、必ず保護者などに
すぐに相談する。

少年の薬物乱用防止
大麻や覚醒剤などの薬物乱用は、少年にまで広がっ
ており、特に大麻で検挙された少年の人数は高止まり
で推移しています。
また、「大麻は身体への悪影響がない、少量なら依存
症にはならない」などの誤った情報をうのみにして、
好奇心や興味本位で大麻に手を出してしまう実態が見
受けられます。

～ 大麻使用を誘われた時の対処例 ～
●     友達に誘われた場合
   →そういうのに興味がない（きっぱりと断る勇気を持つ）
●     断りにくい先輩に誘われた場合
   → ぜんそく発作持ちなので…、急用が入って…（その場か
ら離れること）

玉城知事の「平和宣言」 仲間さんの「平和の詩」

県警察少年課
公式SNSは
こちらから▶

沖縄県警察マスコット
「シーサー君」

取り戻そう！
今こそ

!!

健康長寿
おきなわ
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大切な命を守るために、
定期的にがん検診を受けよう！

40歳からは毎年大腸がん検診があります！
日本人の死因の第１位は、がん（悪性新生物）で、胃・

大腸・肺・乳房・子宮頸の各がんは、死亡数の多いがんで
す。県民の死因の第１位もがんです。県総死亡者（2022年）
15,054人中3,462人（23.0%）が、がんで亡くなっています。
特に、「大腸がん」は罹

  り かん

患数・死亡数ともに上位です。40
歳からは大腸がん検診を毎年受診しましょう。

県内死亡順位の高いがん（2022年）　　　　　　　　　　 （単位：人）
1位 2位 3位 4位以下 計 男女合計

男性 肺
470

大腸
312 

胃
160

その他
1,063 2,005

3,462
女性 大腸

223
乳房
172 

肺
151

その他
911 1,457 

出典：2022年厚生労働省人口動態統計（県集計）

がん検診を定期的に受診しましょう！
　国は死亡数の多い５つのがん検診を推奨しています。
早期発見のため、国が推奨するがん検診を定期的に
受けることが重要です。

種類 対象者 受診間隔 検査項目
大腸がん検診 40歳以上 年１回 便潜血検査（検便）

胃がん検診

      50歳以上
※ 当分の間、胃部
エックス線検査に
ついては40歳以
上に対し実施可

  ２年に１回
※ 当分の間、胃部
エックス線検査
は年１回実施可

胃X線（バリウム）
検査※1または
胃カメラ

肺がん検診 40歳以上 年１回 胸部レントゲン検査
および喀痰細胞診※2

乳がん検診 40歳以上 ２年に１回 マンモグラフィ検査

子宮頸
がん検診

20歳以上 ２年に１回 子宮頸部の
細胞診

30歳以上
  ５年に１回
※ 罹患リスク高い
者は１年後受診

 HPV検査単独法
※ 実施体制が整った
市町村で選択可能

※１ 当分の間40歳以上、年１回実施も可
※２ 50歳以上で喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が600以上の方が対象

がん検診の基本的な流れ

がん検診を受けるには？
お住まいの市町村でがん検診を実施してい
ますので、各市町村のがん検診窓口へお問い
合わせください（右記QRコード参照）。
（職場検診でがん検診を実施している場合は、職場の検診を受けてください。）

がん検診の効果は精密検査まで受けてこそ！
検診後、「要精密検査」と判定された場合、早期発見
のチャンスを逃さず、必ず適切な精密検査※を受けてく
ださい。
　がん検診の結果を持参すれば、保険適用で受けること
ができます。
県では、がん検診の精密検査について一定の条件を満
たす医療機関を「沖縄県がん検診精密検査協力医療機関」
として公表しています。詳しくは右記QR
コードをご覧ください。
※  例えば、大腸がん検診では「便潜血検査（検便）」を行い
ますが、検診で一度でも陽性になった場合は、検便では
なく、精密検査（大腸内視鏡検査等）を受けることが大
切です。

連
載
シ
リ
ー
ズ

が
ん
治
療

次
回
定
期

検
診
へ

精密検査

がん
検診

異
常
あ
り

異
常
な
し

異常なし
または
良性病変

がん発見

検便で!!

8美 ら 島 沖 縄 2024.8
沖縄平和賞

平和を
希求する

詳
し
く
は

こ
ち
ら
◀～ 支援募金へご協力をお願いします ～

「沖縄のこころ」を世界へ
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